
2025 年 11 月 30 日（48 週目）主日礼拝                「二匹の獣と戦う教会」(黙示 13:1-5) 
・教会が人と戦っているので大変になっている。悪魔と戦う時に変わるようになる。 

・創 3:15と黙示 12章を黙想する内に、根本の福音であることを分かる。教会が背骨の福音がないと問題である。 

・サタン VS 教会 サタンと教会との間に敵意を持つ。福音でないと敵意を持つことが出来ない。悪魔と戦うことが出来るように。 

・獣  VS キリスト  悪魔の子孫は獣である。獣とキリストの間に敵意を置く。キリストが十字架にかからなければいけない。 

・教会がサタンに対する敵対心を持つことが出来るように。人に対しては理解をするように。悪魔に対して憎しみを持つように。 

1.二匹の獣 2.教会の使命 3.公式礼拝 

▲二匹の獣が出て来る。 

1)海から現れる―黙示 13:1(また私は見た。海か

ら一匹の獣が上って来た。これには十本の角

と七つの頭とがあった。その角には十の冠が

あり、その頭には神をけがす名があった。) 

・二匹の獣の内、一匹は海から出て来る。 

・神を冒涜するものである。 

・全体はヒョウであり、足は熊であり、口は

ライオンである強い者である。 

・海から現れるサタンは、権力者を使って 

 人々を攻撃する。 

〇黙示 13:5(この獣は、傲慢なことを言い、け

がしごとを言う口を与えられ、四十二か月間

活動する権威を与えられた。) 

・サタンは権力者を通して攻撃をする 

・サタンはローマ時代にクリスチャンを迫害 

・しかし権力者の攻撃は短い期間であった 

2)地から出て来る―黙示 13:11(もう一匹の獣が

地から上って来た。それには小羊のような二

本の角があり、竜のようにものを言った。) 

・地から出る獣である宗教家は良い人である 

ような仮面をかぶり、人々を騙す。 

・偶像を通して人々を拝ませるようにする。 

・権力者と宗教会がセットになって攻撃する 

3)黙示 13:12(この獣は、最初の獣が持っている

すべての権威をその獣の前で働かせた。ま

た、地と地に住む人々に、致命的な傷の直っ

た最初の獣を拝ませた。) 

〇黙示 16:13(私は竜の口と、獣の口と、にせ預

言者の口とから、かえるのような汚れた霊ど

もが三つ出て来るのを見た。) 

 ・サタンと獣と偽預言者は同じチームである 

 ・悪の存在が現れないように祈る。 

 ・悪の存在が現れたとしても一時的である。 

▲教会の使命として、サタンと戦うように。 

〇教会が強くなれば変わるようになる。 

1)エペ 6:12(私たちの格闘は血肉に対するものではな

く、主権、力、この暗やみの世界の支配者たち、ま

た、天にいるもろもろの悪霊に対するものです。) 

 ・人との戦いではなく悪魔がたてた権力者と戦う。 

 ・悪魔と戦う時に勝つようになる。 

2)黙示録 12:17(すると、竜は女に対して激しく怒り、

女の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを守り、

イエスのあかしを保っている者たちと戦おうとして

出て行った。) 

・サタンと戦うレムナントとなるように。 

・レムナントをサミットに育てるように。 

3)使徒 9:15(主はこう言われた。「行きなさい。あの人

はわたしの名を、異邦人、王たち、イスラエルの子

孫の前に運ぶ、わたしの選びの器です。」) 

・王たちに福音を伝えるように。 

・私達がサミットになることが出来るように。 

・コンスタンティヌス帝が立った時に全て変わった 

〇使徒 27:24(こう言いました。『恐れてはいけませ

ん。パウロ。あなたは必ずカイザルの前に立ちま

す。そして、神はあなたと同船している人々をみ

な、あなたにお与えになったのです。』) 

 ・レムナントがサミットに福音を伝えるように。 

 ・宗教が権力者を支えてる。これに打ち勝つように 

4)ローマ 16:3-4(キリスト・イエスにあって私の同労者

であるプリスカとアクラによろしく伝えてくださ

い。この人たちは,自分のいのちの危険を冒して私の

いのちを守ってくれたのです。この人たちには,私だ

けでなく,異邦人の全ての教会も感謝しています。) 

 ・福音の重要性を分かりオールインをするように。 

 ・福音の為に、牧師の為にオールインした 

プリスキラ・アクラが一番祝福をされた。 

 ・全ての民を弟子とするように(マタイ 28:18-20) 

▲礼拝でサタンと戦うことが出来るように。 

・礼拝に成功することが勝利をする秘訣である。 

・悪魔に対して憎しみを持って人に対しては赦しの心を持つように。 

1)Ⅰサム 7:5(それで、サムエルは言った。「イスラエル人をみな、ミ

ツパに集めなさい。私はあなたがたのために主に祈りましょう。」) 

・礼拝を通して、サタンに勝利をすることが出来る。 

・サムエルがミツパで礼拝をした時にペリシテの軍隊に勝った。 

―礼拝をする時に闇の力が打ち砕かれた。 

2)使徒 12:5(こうしてペテロは牢に閉じ込められていた。教会は彼の

ために、神に熱心に祈り続けていた。) 

・ヘロデ王がサタンの役割をして教会に対して迫害をした。 

・迫害の中で聖徒たちが祈りをしている時に主が働かれた。 

―天使を遣わしペテロが牢屋から逃れるようにした(使 12:6-10)。 

―主が働きヘロデが虫にかまれて死んだ(使徒 12:20-23)。 

3)黙示 5:14(また、四つの生き物はアーメンと言い、長老たちはひれ

伏して拝んだ。) 

 ・長老たちは礼拝に成功することが出来るように。 

〇黙示 7:9-10(その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民

族、国語のうちから、だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、

白い衣を着、しゅろの枝を手に持って、御 座と小羊との前に立って

いた。彼らは、大声で叫んで言った。「救いは、御座にある私たち

の神にあり、小羊にある。」) 

 ・礼拝に成功をする時に裁きが起こるようになった。 

 ・神様の裁きは敵に対しての裁きである。 

 ・礼拝にオールインをすることが勝利をする秘訣である。 

 ・礼拝は霊的な戦いである。 

 

▲結論-祈りが出来るように(777 の祈り)。 

救い―私が福音で救われたことを感謝して祈る。 

身分と権威－神様の子どもの身分と権威を下さったことを祈る。 

使命を味わう祈り―世界福音化の使命を与えて下さったことを祈る 

 

〇日本の中で二匹の獣でるサタンが打ち砕かれるように。 



現場地教会（2025 年 11 月 30日～2025 年 12月 6日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】            「二匹の獣と戦う教会」(黙示 13:1-5) 

    

【讃美】                    384 神はわがやぐら 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

祈
り
文 

     

７
７
７
の
祈
り 

天の父なる神様、教会、聖徒の使命は、サタンとサタンによって立てられた暗闇

のサミットとの霊的戦いです。私と私の教会が霊的戦いする教会となりますよう

に。 

 暗闇のサミットを生かす霊的なサミットが立てられたときに、日本と世界が生

かされます。私と教会と産業を用いてサミットをたてる主の働きにオールインで

きますように。  

 霊的サミットが立てられて、日本と世界が生かされる道は礼拝と祈りにありま

す。公的礼拝と日々の祈りを用いて 2 匹の獣に勝利する霊的サミットを立てて

ください。イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン 

 

イエス・キリストの権威を用いる祈り 

イエスはキリスト、全ての問題の解決者です。私の貧しさ、業績、人間関係、健

康などは問題ではありません。背景に働くサタンが権威あるイエス・キリストの

御名によって完全に打ち砕かれよ！イエス・キリストの御名によって祈ります。

アーメン。 

 

主任牧師のための祈り 

御国イザヤ先生に聖霊の力を一万倍お与えくださり、日本を生かす牧師となりま

すように。 

 

教会のための祈り 

名古屋市北区に楠 RUTC、新しい教会堂を立てることができますように。 

12 月 7 日 福音宣教教会 宣教大会に主がはたらいてください。 

12 月 24 日 クリスマス伝道集会に主が働いてください。 

イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン 

 

(お知らせ) 
〇12 月 1 日 14:00～12 月 2 日 神学校同門修練会 

〇12 月 7 日 福音宣教教会 宣教大会 

〇クリスマス伝道集会のチラシの配布をお願い致します。 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


